
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10代に役立つ図書館情報紙 ティーンズ通信 神栖市立図書館 ２０２4 年 

月号 
題
字
：神
栖
３
中(

当
時)

I

さ
ん  

イ
ラ
ス
ト
：黒
チ
ワ
ワ
さ
ん
（
１２

歳
） 

＃ 連載マンガ『そも図書』「家で勉強するとショート動画を延々みてしまうよね」の巻 

＃ 今月のコレ読も！！「５月生まれの作家の本」 

＃ 当時こんな本読んでたネ。 

＃ 新しく図書館に入った本＆マンガ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登
場
人
物
紹
介 

＃連載マンガ＃図書館#神栖＃そも図書 

 

「家で勉強するとショート動画を延々みてしまうよね」の巻 

神栖市立図書館では、持込み資料（学校の教科書や参考書・図書館の

本じゃないもの）での自習は、閲覧室じゃないところでしてもらうよう

にお願いしています（閲覧室とは本がある部屋のことだよ）。 そも図書 

初
代
お
に
ー
さ
ん
（
図
書
館
職
員
） 

略
語
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
乱
立

に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
き
た
。 

ペ
ガ
サ
ス 

集
会
室
利
用
申
込
書
は
、
記
載
台
に
あ
り
ま
す
。

閲
覧
室
に
入
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
の
手
前
だ
よ
。 

ア
マ
ビ
エ 

ア
カ
チ
ャ
ン
、
ツ
イ

ア
ヤ
シ
チ
ャ
ウ
。 

図
書
館
職
員 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル
は

申
込
み
し
な
く
て
も
使
え
る
よ
。 

元
・
新
入
生 

２
年
生
に
な

り
ま
し
た
。 



読
ん
で
た 

ネ。 

今月の担当は図書整理員の S さん。 

図書館のことを勉強中！やる気と向上心のある人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「努力は必ず報われる」 

この言葉が持つ意味について深く考えるきっかけとな

った一冊です。周囲から無理だと言われても、諦めずに

ただひたすらに目標に向かって努力する姿に心を打た

れました。進路に思い悩んでいた時期にこの本と出会っ

たことで、前向きに大学受験へ挑むことができた気がし

ます。勉強を教える過程で使用した心理学テクニックや

教育メソッドが多数紹介されているので、自分の学習に

応用することができるかもしれません。読むたびに「こ

れを読めば私も推しと同じ大学に行けるかも…」と淡い

期待を抱いていた高校時代を思い出します。 

坪田信貴 著 KADOKAWA 

『学年ビリのギャルが１年で偏差

値を40上げて慶應大学に現役合

格した話』（376ツ） 

今月担当の Sさん 

（高校時代の自画像） 

『山月記』 

中島敦 著（明治４２年５月５日 現・東京

都生まれ） 

立東舎（YF ナカジ） 

※うずも館はＦナカジ 

不朽の名作が、いま新た

によみがえる-。中島敦の小

説「山月記」と、ねこ助の描

き下ろしイラストの珠玉の

コラボレーション。小説と

しても画集としても楽しめ

る一冊。 

宗田理 著（昭和 3年５月８日 愛知県生まれ） 

ポプラ社（YF ソウダ１） 

5月生まれの作家の本 今
月
の 

 自分と同じ誕生日の有名人を調べたこと、誰もが一度はあるの

では？今回は５月生まれの作家の中から２人を紹介します。 

『ぼくらの七日間戦争』 
夏休みを前にした 1 学期の終

業式の日、東京下町にある中学

校の 1 年 2 組の男子生徒全員が

姿を消した。彼らは河川敷の廃

工場に立てこもり、大人たちへ

の「叛乱」を起こしたのだ…。7

日間に及ぶ大人たちとの大戦争

を描く。 

『昭和文学全集 ７』 

ちょっと厚くて重い全集。この第７巻には中島敦の他の著作や、昭和期に活

躍した作家の著作がたくさん収められています。文字が小さくて、見慣れない

漢字や表現も出てきますが、中島敦の他の作品も読みたい！という人は挑戦し

てみてください。担当Оのお気に入りは『文字禍』。 

井上靖 編集委員 
小学館（９１８．６シ７） 
 
一般書コーナー壁面にあ
ります。本に手が届かない
ときは声をかけてくださ
い。 

みんなの“推し本”、集めました 

みなさんは、「ビブリオバトル」を知っていますか？発表者がおすすめの本を持

って集まり、順番に本の紹介をします。発表の後には参加者全員でディスカッシ

ョンを行い、「一番読みたくなった本」として一番票を集めた本がチャンプ本にな

ります。 

このビブリオバトルの全国大会と予選会で 2022 年～2023 年に紹介された本の

中から、”推し”が多かったものをリストアップした冊子が活字文化推進会議から

発行され、中央図書館のティーンズコーナーでも配布しています（なくなり次第

終了）。“推し本”に選ばれた本で、所蔵があるものは展示を行っています。同年

代のビブリオバトラーの“推し本”、あなたも読んでみませんか？ 

推し本リストは web でも見られます→  

一 般 書 コ ー ナ ー

（376ツ）と青少年文

庫コーナー（YB376

ツ）にあります！ 

（公財）文字・活字文化推進機構HP 
ビブリオバトラー推し本 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※毎週月曜日は全館

休館です 

編集後記 

・今月号が編集デビュー、ティーンズのみんなに楽しく読んでもら

えるかドキドキしている。誕生日はキムタクと一緒。（担当 O） 

・動画投稿サイトアプリを開いたら、汚部屋と毛穴とスナノミ(閲覧

注意)サムネがでてきて結構叫んだ。いや、自分が悪い。（担当Ａ） 
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『メダリスト』１０巻    『呪術廻戦』２６巻 

『魔王城でおやすみ』２７巻 『怪獣８号』１２巻 

『ねことじいちゃん』１０巻 

『弱虫ペダル』８７巻・８８巻 

『僕とロボコ』１７巻 

『夜桜さんちの大作戦』２３巻 

『チェンソーマン』１７巻 

『Dr.STONE』２７巻 

『僕のヒーローアカデミア』４０巻 

 

中央図書館の新しいマンガ 

『恋に至る病』 

斜線堂有紀 著 
KADAKAWA（Ｆシヤセ） 

 自殺教唆ゲーム「青い

蝶」の主催者は、誰からも

好かれる女子高生・寄河景

だった。彼女はいかにして

化物へと姿を変えたのか。

幼馴染の少年・宮嶺は、運

命を狂わせた最初の殺人

を回想し始め…。暴走する

愛と連鎖する悲劇を描く。 

1 日(水) 
１1 日(土) 
２６日(日) 

 

館内整理日(休館) 
雑誌リサイクル(毎月第２土曜日) 

一般映画会 
午後 2 時 30 分より 

中央図書館視聴覚室 

 

 
 

 ジョアンナ・フロー 著 
原書房（５９６フ） 

①ｋらから） 

見返しやすいファイリン

グ術、歴史を振り返りやす

い仕分け法、圧巻のディス

プレイ術…。推しとの暮ら

しがはかどる、グッズの収

納方法を紹介。やまももち

ゃんねるつなどのインタビ

ューも掲載する。 

ホグワーツ魔法魔術学校

をテーマに、オリジナルの料

理やおやつを作ってみよう! 

映画をヒントに考えだした

43 品のレシピを収録。グル

テンフリー、ヴェジタリアン、

ヴィーガンのレシピも選べ

る。 

『推し活インテリア収納アイデア200』 

『公式ハリー・ポッター魔法の料理帳』 

宝島社（７９０オ） 

今月号で紹介した図書はこちら。 

５月の図書館は… 

『アイム総理』 
伊藤賀一 著 
KADOKAWA（３１２イ） 

歴代総理の偉業・珍業

を知れば、日本の”歴史”

と“今”が見えてくる！就任

時の年齢、退陣の理由、

生没年、出生、キャリア、ラ

イバル、名言、好きなもの、

苦手なものなど、歴代

101代64人の内閣総理

大臣を徹底紹介する。 

『パパはわるものチャンピオン』 
 

※マンガは予約ができません 

映画の公式サイトはこちら 

豚もう 小学館 

『茨城ごじゃっぺカルテット』6巻 

茨城を舞台にした「ゆるふわご当地

コメディー」、完結。 

郷土研究部、ついに卒業…！ 

茨城豆知識と茨城の魅力がゆるく

たのしく再発見できます。あるあるに

共感できるのは県民の特権。 

 

うずも図書館で所蔵しています 矢田部公民館図書室で所蔵しています 

中央図書館で所蔵しています 

https://www.kamisu-tosho.jp/index.html?id=3

